
◦�本年度も3年に1度の「合法木材認定事業者研修会」を実施いたします。
　�従来の研修会に併せて、登録実施機関等の専門家による「クリーンウッド（合法伐採
木材）」普及促進のための説明会を実施いたします。なお、認定事業者の研修終了者
には受講証明書を発行します。まだ認定事業者でなくても、今後、認定申請を検討さ
れる木材関連事業者にも広くご参加いただけます。

◦�本年度の林野庁補助事業では、合法性の確認が必要になります。
　�「JAS 構造材利用拡大事業」と「外構部の木質化支援事業」では、施工者の交付申請
書に【合法木材証明書】の添付が必要ですので、証明書発行の徹底をお願いします。

支部 日程 会場

新潟地区支部 11月 13 日（金） ANAクラウンプラザホテル新潟

2020年度  合法木材・持続可能木材の供給認定事業者研修の
実施予定

会場は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえで開催します。
また、緊急事態宣言の発令や外出自粛要請等があった場合は、変更になります。

2020 年
No. 740 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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日合商支部総会の実施報告

2020.9.30
新潟地区支部

2020.9.28
令和 2年度第 2回木材需給会議  開催

2020.9.9
合板需給検討委員会  開催

総会は書面会議で実施さ
れました。
定足数の出席により全議
案は可決されました。 新潟地区支部

茅野与志樹  地区支部長

2021 年　日合商各支部　新年会

月10

※時報 9月号でお知らせした会場から変更されました。

日合商支部　懇親ゴルフ会開催日程

★新型コロナウイルス感染対策のため開催中止となりました。

★新型コロナウイルス感染防止を講じたうえで開催します。
　また。緊急事態宣言の発令や外出自粛要請等があった場合は、変更になります。

日合商理事会・合板需給懇談会　開催日程

林野庁主催による 2020 年 9月 28 日の「令
和 2年度第 2回木材需給会議」に先立ち、
9月 8日に「合板需給検討委員会」（日本合
板工業組合・日本木材輸入協会・日本合板
商業組合）が、東京都千代田区鍛治町の合
板会館において、新型コロナウイルス感染
対策を講じたうえで開催されました。
なお、検討会による「合板　短期需給見通
し」は本号 4ページに掲載しています。ご
確認ください。

2020 年 9 月 28 日、林野庁主
催による「令和 2年度第 2回
木材需給会議」が、農林水産
省 本館 7 階　第 3 特別会議
室において新型コロナウイル
ス感染対策を講じたうえで開
催されました。

● 2020 年 10 月 29 日（木）
　2020 年度第二回理事会並びに
　第一回合板需給懇談会を
　Web会議システムにより開催します。

　◇第二回理事会　　　　　15：45 ～ 16：15
　◇第一回合板需給懇談会　16：30 ～ 17：30

支　部 開催名 日　程 会　場

東京支部 第 50回新年合同賀詞交歓会 1月 7日（木） 開催中止

中部日本支部 新年名刺交換会 1月 7日（木） 開催中止

九州支部 新年交礼会 1月13日（水） 開催中止

● 2020 年 11 月 4日（水）　雨天決行
　四支部合同（東京・北関東・東関東・神奈川）
　会　場：戸塚カントリー倶楽部（東コース）



ピアットマルチグリル
N3S13PWASZSTES
ロゼガラストップ　75cm

専用容器を使い上下のバーナーで自動調理。
従来のグリルではできない多彩なレシピが可能です。
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ＪＡＳ標語

建築に品質たしかな ＪＡＳマーク
木の佳さを生かす良い品 ＪＡＳ製品
家づくり品質たしかな ＪＡＳ製品

注：�１ 国産材丸太の実績値のうち、製材用については、前年の「製材統計」の年計値に対する「木材統計」の年計値の割合を、当年の「製材統計」の実績に乗じた値であり、合板用については、前年の「合板統計」の年計値に対する「木材統計」の年計値の割合を、当年の「合板統計」
の実績に乗じた値である。なお、平成 29 年木材統計調査から、素材需要量のうち「合板用」が新たに LVL 用を含めた「合板等用」に変更されたため、平成 30 年から合板用原木に LVL 用原木を含めた値としている。　　２ 輸入丸太、輸入製材品、輸入合板、輸入構造用集成材の実
績値は「貿易統計」による。　　３ 国内製造合板の実績値は「合板統計」による。　　４ 国内製造構造用集成材の実績値は、平成 29 年までは日本集成材工業協同組合調べにより、平成 30 年以降は前年の「木材統計」の年計値と日本集成材工業協同組合調べの年計値の割合を勘案
した数値としている ( 平成 29 年木材統計調査から集成材の生産量が追加されたため )。　　５ 国産材丸太は、製材用については製材工場への入荷ベース、合板用について合板工場への入荷ベースであり、輸入丸太、輸入製材品、輸入合板及び輸入構造用集成材は港頭入荷ベース、国
内製造合板及び国内製造構造用集成材は製造ベースである。

主要木材の入荷量

【グリーン購入法】に基づき事業者新認定・期限更新した 4 社

2020 年 9 月 25 日現在

北海道	 - ③ -0025	 ㈲大沼ベニヤ商会	 代表取締役	 大沼  大

東北	 - ① -0096	 ㈱泉商店	 常務取締役	 神楽田  則夫

北関東	 -0077	 ㈲山喜木材	 代表取締役	 山嵜  喜一郎

東京・新潟	- ④ -0117	 青山建販㈱	 代表取締役	 青山  美土里

2020 年 9 月 28 日開催の林野庁主催「令和 2 年度 第２回木材需給会議」の検討結果

丸太 輸入製材品

米材　　欧州材　南洋材　北洋材　NZ/チリ　計
四半期　   　　区　分

米材　　南洋材　北洋材　NZ/ チリ　　計
国産材

製材用 　合板用　    計
輸入丸太

国内製造　 輸入　　計 国内製造　 輸入　　計

合板 構造用集成材

	 　4-6 月	 実績

	 7-9 月	 見込み

	10-12月	 見通し

　　年 　計

	 1-3 月	 見通し

	 2,861	 1,027	 3,888	 431	 29	 21	 74	 555	 431	 692	 102	 163	 73	 1,461	 696	 616	 1,312	 465	 256	 721
	 85.0	 81.8	 84.1	 65.9	 77.3	 59.6	 74.4	 67.1	 94.9	 98.5	 97.1	 95.9	 54.1	 93.3	 84.8	 100.4	 91.4	 97.9	 121.9	 105.3
	 2,900	 960	 3,860	 460	 13	 10	 79	 562	 390	 625	 90	 130	 93	 1,328	 680	 486	 1,166	 410	 280	 690
	 95.2	 80.7	 91.1	 87.3	 56.2	 45.5	 92.0	 85.4	 81.7	 94.1	 86.2	 75.5	 112.7	 88.5	 80.9	 82.5	 81.5	 83.7	 128.5	 97.5
	 2,900	 980	 3,880	 369	 10	 15	 82	 476	 374	 535	 90	 140	 91	 1,230	 700	 518	 1,218	 365	 220	 585
	 87.2	 80.9	 85.5	 64.6	 28.7	 60.0	 97.5	 66.6	 85.0	 92.4	 84.9	 90.8	 124.7	 91.0	 80.9	 79.9	 80.5	 72.3	 102.8	 81.4
	 11,883	 4,184	 16,067	 1,795	 79	 62	 307	 2,242	 1,524	 2,434	 374	 605	 343	 5,280	 2,877	 2,253	 5,130	 1,700	 968	 2,668
	 90.7	 86.5	 89.5	 73.9	 59.5	 56.5	 86.6	 74.1	 86.7	 94.9	 90.2	 92.4	 84.8	 91.1	 86.5	 88.9	 87.6	 88.8	 115.4	 96.9
	 3,000	 1,000	 4,000	 443	 10	 20	 72	 545	 336	 590	 92	 155	 97	 1,270	 700	 527	 1,227	 365	 250	 615
	 93.1	 82.2	 90.1	 82.7	 36.4	 132.2	 100.0	 84.0	 102.1	 101.3	 100.2	 90.1	 112.8	 100.7	 87.4	 83.3	 85.6	 79.3	 117.9	 91.5

実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)

2
年

3
年

令
和
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概　要
　2020 年 8 月の新設住宅着工戸数は 69,101 戸（前年同月比 9.1％減）で
14 カ月連続の減少となった。その内、木造住宅は 38,410 戸（前年同月比
12.0％減）で 14 カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 81.9
万戸で前月比 1.0％減、先月の増加から再びの減少となる。
　利用関係別では持家が 21,915 戸（前年同月比 8.8％減）で 13 カ月連続
の減少、貸家は 27,671 戸（同比 5.4％減）で 24 カ月連続の減少、分譲
18,933 戸（同比 15.9％減）で 10 カ月連続の減少となった。分譲の内訳は
マンションが 9,377 戸（同比 7.7％減）で 3カ月連続の減少、戸建ては 9,455
戸（同比 22.7％減）と 9カ月連続の減少となった。
　持家、貸家及び分譲住宅が減少したため、全体で前年同月比 9.1％の減少
となった。

国内・外合板の供給量
　8月の国内合板生産量は 21.5 万㎥（前月比 93.1％、前年同月比 81.2％）
と発表された。その内、針葉樹合板の生産量は 20.8 万㎥（同比 93.2％、
81.3％）となり、出荷量は 21.8 万㎥（同比 93.1％、86.7％）で在庫量は

14.9 万㎥と先月から 1.1 万㎥減少になった。
　輸入合板の 8 月度入荷量は 16.2 万㎥（前月比 103.0％、前年同月比
79.8％）となった。国別入荷量はマレーシアが 5.6 万㎥、インドネシアが 6.2
万㎥、中国が 3.2 万㎥の入荷量となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板市況は、各メーカーの減産により生産量が抑制される中、
出荷は堅調に推移したお陰で在庫量が 15 万㎥まで削減された。価格も落
ち着いた相場感になっており、年末までは減産を含めた生産調整を継続し、
販売価格は安定すると思われる。アイテムによっては欠品しており、トラッ
ク不足が強まれば、更に納期遅れが広がることが懸念される。
　輸入合板に関しては、3カ月連続の 18 万㎥台以下の数字になり、大方の
予想以上に減少している。産地の天候悪による伐採 /搬出作業の遅れ、契約
状況等を考慮すると今後も減少してくると思われ、港頭在庫も過剰感は無
く減少傾向で調整が着いてきているものと考えられる。市中在庫も多くは
なく、底打ち感が出ると一気に荷動きが活発化することも大いにあり得る。
　国内合板、輸入合板ともに底堅い相場の展開が続くと思われる。

合
板
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2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜JAS製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1車単位（10トン）問屋売り価格・90日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

9 月15 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

9 月23 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

9 月29 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

10 月7 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

日合商ホームページより
新着情報・トピックスを
ご確認ください

https://www.nichigosho.net

● トピックス▶

詳しい内容は日合商ホームページ

【トピックス】をご参照ください

合板　短期需給見通し
林野庁主催「令和 2 年度 第２回木材需給会議」に

先立ち 2020 年 9 月 8 日に開催された「合板需給

検討委員会」（日本合板工業組合連合会・日本木材

輸入協会・日本合板商業組合）で合板需給見通し

を検討しました

　国産合板の需要
1. 令和 2年第 2四半期の実績について　　　今回（699 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�新型コロナによる住宅部品生産の遅れから工期遅れ、契約キャンセルも加わり、予想を超える
大幅な需要減となった。前年同期比 -15.4％の減少となった。

2. 令和 2年第 3四半期の見込みについて　　今回（695 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�国内針葉樹合板は、8月末から荷動き回復傾向にあり、単価は下げ止まっているが反転する勢
いにはいたっていない。前年同期比では、－ 18.1％の前四半期を超える大幅減少の見込。

3. 令和 2年第 4四半期の見通しについて　　今回（715 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�雇用調整助成金対象期限が 12 月までの延長となったため、現在の供給側の減産計画がどうな
るかは読みづらい。しかし、単価の下げ止まりや減産による品薄アイテムの出現状況から考え
ると値戻しのタイミングとしてはチャンスと考えられる。こういった背景の中読みづらい需要
動向ではあるが、長引いている当用買いの状況によりプレカット工場等を中心とする手持ち在
庫量の減少が進み、需要側の慎重ではあるが買い姿勢につながる可能性も出てくる見通し。
　（前年同期との差異について）
　前年同期比では、－ 18.9％の前四半期と同水準の大幅減少の見込。

4. 令和 3年第 1四半期の見通しについて　　今回（700 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�合板需要予測の重要で有効な先行指標である新設住宅着工数の 1－ 7月累計の前年同期比は－
11.4％から推定すると、次第に前年比減少幅は－ 15 ～－ 20％付近から－ 10％付近に回復する
傾向にある。そのうえで秋需の前四半期よりは減少する見通しとした。
　（前年同期との差異について）
　前年同期比では、－ 7.7％の大幅減少の見込。

　輸入合板の需要
1. 令和 2年第 2四半期の実績について　　　今回（607 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�当用買い中心の需要やマレーシア現地工場の稼働も通常生産にほど遠かった。前年同期比は、わず
かに減少の－ 0.9％であった。

2. 令和 2年第 3四半期の見込みについて　　今回（550 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�7 月発表の入荷量の大幅減少にも需要家の大きな反応は見られなかった。港頭在庫は減少し一部品
薄のアイテムが散見されてもトラブルなく、秋需に向け現場は進行しているが 9月の需要量は相変
わらず大きな変化は無い。前年同期比では、－ 9.0％の大幅減少の見込。

3. 令和 2年第 4四半期の見通しについて　　今回（550 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�今後、国内では秋需の進行に従い塗装型枠合板の引合いの増加が予想さる。また現地マレーシア・
インドネシアでは、生産停止工場の増加していることから、供給の不安は残る。単価は、国内在庫
の大幅減少による供給トラブルに発展しない限り値戻しに向かうのは難しい。秋需の具体的な情報
も入り始めていることから、国内合板同様に市況の転換期に差し掛かっていると見る。
　（前年同期との差異について）
前年同期比では、－ 15.8％の昨年減少幅を超える大幅減少の見込。

4. 令和 3年第 1四半期の見通しについて　　今回（570 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�国内合板や他材料に転換したアイテムは、輸入合板に戻ることは考えられない。また供給量を維持
してきた塗装型枠合板においても、単価及び環境スペックへの対応はシッパーにおいては厳しい状
況。需要増加を背景とする単価の反転による供給量の確保を期待したい。
　（前年同期との差異について）
　前年同期比では、－ 9.3％の大幅減少の見込

（Unit：1,000㎥）

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2020(R2) 4-6
前回予測 (1,342) (730) (612) (1,340) (730) (610) (1,115.342) (174.508) (940.834) 
実績 1,311.889 696.281 615.608 1,306.000 698.857 607.143 1,119.231 171.932 947.299

7-9
前回予測 (1,276) (730) (546) (1,310) (710) (600) (1,081.342) (194.508) (886.834) 
見込み 1,166.000 680.000 486.000 1,245.000 695.000 550.000 1,040.231 156.932 883.299

10-12
前回予測 (1,320) (780) (540) (1,280) (700) (580) (1,121.342) (274.508) (846.834) 
見通し 1,218.000 700.000 518.000 1,265.000 715.000 550.000 993.299 142.000 851.299

計 5,130.000 2,877.000 2,253.000 5,203.000 2,867.000 2,336.000
2021(R3)1-3 見通し 1,227.000 700.000 527.000 1,270.000 700.000 570.000 950.299 142.000 808.299


